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は
り
自
動
車
製
造
に
お
い
て
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
寸
断
に
よ
っ
て
部
品
の
供
給

が
滞
っ
た
影
響
が
表
れ
て
い
る
。

② 

利
益
構
造
の
変
容

 

―
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
現
状

　
　

　
「
我
が
国
海
外
現
地
法
人
企
業
（
製
造

業
）
の
地
域
別
経
常
利
益
の
推
移
」
で
は
、

ア
ジ
ア
だ
け
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
も

減
少
せ
ず
、
北
米
は
10
年
か
ら
回
復
し
始

め
て
い
る
。
海
外
進
出
に
よ
る
利
益
は
、

ア
ジ
ア
な
ど
新
興
国
市
場
で
獲
得
す
る
傾

向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　
「
我
が
国
海
外
現
地
法
人
（
製
造
業
）
の

調
達
先
・
仕
向
地
の
推
移
」（
図
２
）
で

は
、
A
S
E
A
N
現
地
法
人
の
調
達
先

と
し
て
日
本
国
内
が
減
少
し
、
現
地
国

あ
る
い
は
現
地
周
辺
国
が
増
え
て
い
る
。

A
S
E
A
N
現
地
法
人
の
仕
向
地
と
し
て

も
、
現
地
周
辺
国
あ
る
い
は
そ
の
他
が
大

１
．
は
じ
め
に

　

2
0
1
1
年
版
も
の
づ
く
り
白
書
が

2
0
1
1
年
10
月
25
日
の
閣
議
決
定
を
経

て
一
般
に
公
開
さ
れ
た
。
こ
の
も
の
づ
く

り
白
書
は
「
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
振
興

基
本
法
」
第
８
条
に
基
づ
き
、
政
府
が
も

の
づ
く
り
基
盤
技
術
の
振
興
に
関
し
て
講

じ
た
施
策
を
と
り
ま
と
め
た
報
告
書
で
あ

る
。
例
年
５
月
末
に
発
表
す
る
と
こ
ろ
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
加
味
し
、
約
５

か
月
遅
れ
て
の
報
告
に
な
っ
た
。

　

執
筆
は
、
経
済
産
業
省
、
厚
生
労
働
省
、

文
部
科
学
省
の
３
省
共
同
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
第
１
章
（
現
状
）、
第
２
章
（
産

業
面
）
を
中
心
に
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

す
る
。 

２
．
も
の
づ
く
り
白
書
の
概
要

　

今
回
の
白
書
の
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
は
、

「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
核
で
あ
る
部

素
材
産
業
が
競
争
力
の
源
泉
」、「
海
外
へ

の
積
極
的
展
開
を
見
せ
、
成
長
す
る
新
興

国
か
ら
の
収
益
を
日
本
に
還
元
さ
せ
る
」、

「
東
日
本
大
震
災
後
の
空
洞
化
懸
念
」
で

あ
る
。

　

以
下
、
順
に
わ
が
国
も
の
づ
く
り
産
業

が
直
面
す
る
課
題
と
展
望
に
係
る
白
書
の

内
容
を
解
説
す
る
。

① 

日
本
の
製
造
業
の
動
向

　
「
鉱
工
業
生
産
指
数
の
推
移
（
製
造
工

業
）」（
図
１
）
を
見
る
と
、
2
0
0
8
年

の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
ほ
ぼ
す
べ
て

の
業
種
が
大
き
く
落
ち
込
み
、
そ
こ
か
ら

の
回
復
が
徐
々
に
進
む
中
で
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
た
。
11
年
3
〜
4
月
は
特
に

輸
送
機
械
工
業
（
船
舶
・
鉄
道
車
両
を
除

く
）が
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
後
、
急
激
に

持
ち
直
し
て
き
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
や

わ
が
国
も
の
づ
く
り
産
業
が
直
面
す
る
課
題
と
展
望

〜
国
際
的
な
構
造
変
化
・
震
災
危
機
に
立
ち
向
か
う

　
わ
が
国
も
の
づ
く
り
産
業
の
事
業
戦
略
の
再
構
築
〜

元 

経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
参
事
官
室　

堺
井 

啓
公 

き
く
伸
び
て
き
て
い
て
、
日
本
企
業
の
グ

ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
複
雑
化

し
て
広
が
っ
て
い
る
。

　

所
得
収
支
は
こ
の
10
年
で
大
き
く
増
加

し
て
い
る
。
貿
易
収
支
は
年
度
に
よ
っ
て

上
下
し
な
が
ら
も
低
下
傾
向
に
あ
り
、
そ

の
一
方
で
、
海
外
か
ら
の
送
金
に
よ
る
収

益
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
大
き
な
ト
レ

ン
ド
が
見
え
て
く
る
（
図
３
）。

　

ま
た
、「
地
域
別
対
外
直
接
投
資（
製
造

業
）の
推
移
」
で
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

後
に
全
世
界
計
は
落
ち
込
ん
で
い
る
が
、

ア
ジ
ア
だ
け
は
09
年
か
ら
10
年
に
か
け
て

も
伸
び
を
見
せ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
に
対
す

る
対
外
直
接
投
資
が
依
然
と
し
て
堅
調
で

そ
こ
か
ら
の
収
益
が
増
加
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　
「
国
内
へ
の
還
流
状
況
」
を
見
る
と
、
現

地
法
人
1
社
あ
た
り
の
経
常
利
益
が
08

年
、
09
年
と
連
続
し
て
減
少
し
て
い
る
に

特 集
1
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【図 1】鉱工業生産指数の推移（製造工業）
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【図 2】我が国海外現地法人（製造業）の調達先・
　　　 仕向地の推移

備考：季節調整済指数の 07年10月（景気の山）を100として指数化。
資料：経済産業省「鉱工業指数」

資料：経済産業省調べ（11年 1月）

資料：財務省「国際収支統計」

備考：2005 年から 2009 年までの「欧州」の値は、同期間の「西欧」「東欧・
ロシア等」を合算したもの。
資料：財務省「国際収支統計」

【図 3-2】地域別対外直接投資（製造業）の推移

【図 3-1】所得収支と貿易収支の推移
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③	

国
際
的
な
構
造
変
化
に

	

直
面
す
る
日
本
の
製
造
業

　

こ
う
し
た
動
き
が
あ
る
中
で
、
為

替
市
場
に
お
い
て
は
か
つ
て
な
い
円

高
の
進
展
が
生
じ
て
い
て
、
我
が
国

企
業
の
活
動
に
お
け
る
意
思
決
定
を

左
右
す
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
07

年
以
降
の
実
効
為
替
レ
ー
ト
を
見
る

と
、
円
は
ド
ル
や
ユ
ー
ロ
、
ウ
ォ
ン

と
の
差
が
大
き
く
、
急
激
な
通
貨
高

傾
向
に
あ
る
。
為
替
は
輸
出
企
業
の

想
定
を
上
回
る
勢
い
で
円
高
に
推
移

し
て
い
る
。

　

11
年
8
月
の
調
査
で
は
、
1
ド

ル
＝
76
円
程
度
の
円
高
水
準
が
今
後

半
年
以
上
継
続
し
た
場
合
の
影
響
と

し
て
、
32
%
の
企
業
が
「
深
刻
な
減

益
（
営
業
利
益
対
前
年
比
20
%
以
上
）」、

47
%
の
企
業
が
「
多
少
の
減
益（
同
20
%

未
満
）」
と
回
答
し
て
い
る
。
8
月
現
在
時

点
で
「
深
刻
な
減
益
」
と
回
答
し
た
企
業

は
15
%
に
留
ま
っ
て
い
た
の
と
比
べ
て
、

こ
の
円
高
水
準
が
半
年
続
く
と
「
深
刻
な

減
益
」
と
な
る
見
込
み
の
企
業
が
2
倍
以

上
に
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、「
円
高
が
海
外
移
転
に
与
え
る

影
響
」
と
し
て
は
、
8
月
の
円
高
水
準
が

半
年
以
上
継
続
し
た
場
合
の
対
応
策
と
し

て
、「
原
材
料
等
あ
る
い
は
部
品
の
調
達
方

法
・
割
合
の
変
更
（
海
外
か
ら
の
調
達
量

も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
へ
の
還
流
額︹
配
当

金
・
配
分
済
支
店
収
益（
受
取
）︺
は
増
加

し
て
い
て
、
09
年
4
月
、
外
国
子
会
社
配

当
益
金
不
算
入
制
度
が
導
入
さ
れ
た
が
、

制
度
導
入
後
に
「
本
邦
へ
の
配
当
還
元
」

を
志
向
す
る
企
業
が
大
幅
に
増
加
し
て
い

て
そ
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
（
図
４
）。

　

設
備
投
資
の
方
向
性
で
す
が
、
製
造

業
の
海
外
／
国
内
設
備
投
資
比
率
は
51
・

4
％
に
上
昇
し
、
自
動
車
の
伸
び
が
顕
著

に
な
っ
て
い
る
。

の
増
加
）」
を
50
%
以
上
の
企
業
が
回
答

し
、「
生
産
工
場
や
研
究
開
発
施
設
の
海
外

移
転
を
検
討
」
を
46
%
の
企
業
が
回
答
し

て
い
る
。
海
外
移
転
が
一
層
促
進
さ
れ
る

傾
向
が
表
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
世
界
の
主
要
国
に
お
け
る
G
D

P
の
伸
び
を
見
る
と
、03
年
の
水
準
を
1
と

す
る
と
、
米
国・E
U
15
の
G
D
P
は
ほ
ぼ

横
ば
い
に
推
移
し
て
い
る
が
、
中
国
・

N
I
E
s
・
A
S
E
A
N 

の
G
D
P
は
急

激
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、

韓
国
と
ド
イ
ツ
の
輸
出
額
が
大
き
く
伸
び

て
い
る
一
方
、
日
本
の
輸
出
額
は
米
国
と

連
動
す
る
形
で
緩
や
か
な
伸
び
に
留
ま
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
は
輸
出
で
は
十

分
に
新
興
国
市
場
の
成
長
を
取
り
込
め
て

い
な
い
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
こ
こ
数
年
、
米
国
の
輸
出
倍
増

計
画
を
は
じ
め
と
し
て
海
外
各
国
で
製

造
業
振
興
策
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
い

る
。
韓
国
で
は
中
間
財
の
比
較
優
位
が
進

展
し
、
製
造
業
の
高
度
化
が
進
ん
で
い
る

上
、
政
策
的
に
も
素
材
産
業
へ
の
注
力
を

始
め
て
い
て
、
輸
出
に
連
動
し
て
我
が
国

か
ら
の
輸
入
が
増
加
し
て
い
る
現
状
を
改

善
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
世
界
的
な
需
要
増
を
背
景

と
し
た
資
源
獲
得
競
争
の
激
化
が
見
ら
れ

る
と
と
も
に
、
資
源
環
境
の
制
約
が
一
層

高
ま
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
日
本
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
く
る
の
が
、
技
術
的
優
位
を
付

加
価
値
に
結
び
つ
け
る
「
稼
ぐ
も
の
づ
く

り
」
と
な
る
。

④	

東
日
本
大
震
災
に
よ
り

	

深
ま
る
空
洞
化
の
懸
念

　

震
災
以
降
わ
が
国
製
造
業
が
直
面
す
る

の
は
、「
電
力
の
供
給
不
安
」
が
加
わ
っ
た

「
6
重
苦
」で
あ
り
、そ
こ
へ
更
な
る「
円
高
」

の
進
展
で
あ
る
。
11
年
5
月
の
調
査
で
は
、

69
%
の
企
業
が
震
災
の
影
響
で
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
海
外
移
転
が
加
速
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
電
力
制
約
・

電
力
コ
ス
ト
の
上
昇
が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
海
外
移
転
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

う
る
と
い
う
結
果
も
出
て
い
る
。

　

震
災
で
海
外
か
ら
の
代
替
供
給
を
図
っ

た
後
、
国
内
生
産
体
制
回
復
後
も
引
き
続

き
海
外
調
達
を
続
け
て
い
る
割
合
も
複
数

回
答
だ
が
4
割
超
に
上
っ
て
い
る
の
も

空
洞
化
の
進
展
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い

え
、
今
後
政
策
的
に
も
国
内
の
事
業
活
動

を
円
滑
化
す
る
た
め
の
事
業
環
境
整
備
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
新
成
長
戦
略
の
実
現
に
努
め
る

と
と
も
に
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
化
の
技
術

支
援
を
進
め
て
い
き
、
そ
し
て
、
至
近
の

円
高
を
活
用
し
た
「
円
高
対
応
緊
急
パ
ッ
ケ

ー
ジ
」が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
海
外
で
の

資
源
権
益
の
獲
得
、
海
外
企
業
の
M
&
A

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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国内への還流額
（配当金・配分済支店収益（受取））

現地法人 1社あたりの経常利益

備考：01年の値を１として指数化。
資料：財務省「国際収支統計」、経済産業省「海外事業活動基本調査」より
　　　経済産業省作成

【図 4】国内への還流状況
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⑤	

国
内
も
の
づ
く
り
基
盤
の

	

強
化
に
つ
い
て

　

国
内
の
も
の
づ
く
り
基
盤
に
つ
い
て
海

外
拠
点
と
の
比
較
を
見
て
み
る
と
、
我
が

国
企
業
の
海
外
展
開
状
況
（
拠
点
数
）
は

ア
ジ
ア
の
中
で
も
中
国
が
急
激
に
伸
び
て

い
る
。
拠
点
機
能
の
推
移
で
は
、
新
興
国

に
お
い
て
は
「
販
売
」
拠
点
が
大
き
く
伸

び
て
き
て
お
り
、「
生
産
」
拠
点
は
引
き
続

き
高
い
水
準
で
微
増
し
て
い
る
。「
調
達
」

拠
点
や
「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
」
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る

動
き
も
増
加
、
新
興
国
を
市
場
と
し
て
見

北米
ASEAN10 韓国・台湾 その他

ヨーロッパ アジア（全体） 中国

0
01

406

1,900

4,016

6,154（＋4.9％）

前年度比伸び率
（全体：＋3.1％）

3,089（＋5.9％）

2,303（＋4.1％）

1,090（▲2.1％）
786（▲0.3％）
608（＋3.9％）
369（▲3.1％）

02 03 04 05 06 07 08 09 （年度）

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

中国：1,393
北米：1,276
ヨーロッパ：824
韓国・台湾：612

80

70

90

60

50

40

20

20

10

0

（％）

北米（n=187） ヨーロッパ（n=104） 中国（n=104） ASEAN（n=286）

企画・
マーケティング

研究・開発

設計

調達

生産

販売

メンテナンス・
アフターサービス

統括・管理

設
立
当
時

現
在
時
点

将
来
予
定

設
立
当
時

現
在
時
点

将
来
予
定

設
立
当
時

現
在
時
点

将
来
予
定

設
立
当
時

現
在
時
点

将
来
予
定

る
傾
向
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
（
図
５
）。

　
「
海
外
へ
工
場
新
設
・
増
設
を
実
施
し

た
理
由
」
で
は
、「
低
コ
ス
ト
生
産
へ
の

対
応
」
も
依
然
と
し
て
多
い
一
方
で
、
現

在
計
画
中
の
案
件
に
つ
い
て
は
「
グ
ロ
ー

バ
ル
市
場
の
開
拓
」
が
主
な
理
由
と
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
の

が
、
海
外
に
新
設
・
増
設
し
た
工
場
に
「
経

営
上
重
要
な
主
力
製
品
の
生
産
」
が
「
あ

る
」
と
答
え
た
企
業
が
全
体
の
83
・
1
%

を
占
め
て
い
る
こ
と
、「
コ
ア
技
術
を
海
外

生
産
拠
点
へ
移
管
済
」
も
49
・
8
%
で
、

「
同
じ
く
可
能
性
あ
り
」
も
21
・
5
%
で

合
わ
せ
て
7
割
を
超
え
る
企
業
が
「
コ
ア

技
術
ま
で
海
外
へ
移
管
」
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
海
外
へ
の
工
場
新
設
・
増
設

に
合
わ
せ
、
国
内
生
産
拠
点
を
「
や
や
縮

小
」、
あ
る
い
は
「
大
幅
縮
小
」
し
た
と
い

う
割
合
が
約
40
%
を
占
め
、
そ
し
て
、
国

内
拠
点
で
生
産
す
る
品
目
を
高
付
加
価

値
品
目
へ
シ
フ
ト
し
た
と
い
う
割
合
が
約

25
%
存
在
し
て
い
る
。
海
外
展
開
が
進
む

一
方
、
国
内
生
産
拠
点
は
規
模
を
縮
小
し

な
が
ら
も
、
高
付
加
価
値
品
の
生
産
拠
点

へ
と
変
化
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　

さ
ら
に
、
国
内
拠
点
に
お
い
て
重
視
す

る
役
割
を
み
る
と
、「
先
端
品
の
生
産
」
や

「
開
発
」、「
設
計
」、「
研
究
」
の
比
率
が
長

期
的
に
高
ま
っ
て
い
る
（
図
６
）。
ま
た
、

国
内
の
設
備
投
資
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
企
業
は
相
対
的
に
好
業
績
を
上
げ
て
い

る
傾
向
に
あ
る
。

　

ま
た
、
白
書
で
は
具
体
的
な
企
業
の
活

動
を
コ
ラ
ム
と
し
て
取
り
上
げ
て
お
り
、

さ
ら
な
る
コ
ス
ト
競
争
力
を
高
め
る
た
め

の
活
動
と
し
て
生
産
プ
ロ
セ
ス
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
や
、
良

質
の
雇
用
に
よ
り
智
恵
と
工
夫
で
、
国
内

生
産
で
も
競
争
力
を
有
し
て
い
る
企
業
の

例
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
補

0 20

58.7
51.0

39.5
25.7

36.1
43.8
45.2

50.5
47.9

29.3
39.8

46.8
19.5

12.1
16.6

23.0

25.0
27.0

40 60（％）

生産（汎用品）

生産（先端品）

販売

開発

設計

研究

過去（5～10年前） 今後（5～10年後） （n=2,150）現在

図 5-1　我が国海外現地法人企業（製造業）数の推移

資料：経済産業省「海外事業活動基本調査」

【図 5-2】我が国海外現地法人企業（製造業）の拠点機能の推移（地域別）

資料：経済産業省調べ（11年 1月）

【図 6】国内拠点において重視する役割

資料：経済産業省調べ（11年 2月 )
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【図 7】国内ものづくりの特長と課題
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0

正
予
算
で
創
設
し
た
低
炭
素
立
地
補
助
金

の
制
度
を
活
用
し
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く

国
内
立
地
に
踏
み
と
ど
ま
っ
た
企
業
の
例

を
紹
介
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
後
競
争
力
を
確
保
す
る
た
め

に
近
年
の
資
源
環
境
問
題
や
少
子
高
齢
化

な
ど
市
場
ニ
ー
ズ
の
変
化
か
ら
生
ま
れ
る

次
世
代
産
業
の
需
要
を
確
実
に
捉
え
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。
次
世
代
産
業
の
普
及

戦
略
は
産
業
毎
に
異
な
り
、
例
え
ば
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
で
は
、
低
価
格
化
・

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
特
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
次
世
代
産
業
に
お
い
て
は
、
技
術

優
位
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
後
、
事
業
優

位
性
を
高
め
る
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
次
世
代
産
業
へ
の
対
応
は
、
自

動
車
や
情
報
家
電
産
業
を
支
え
る
サ
ポ
ー

テ
ィ
ン
グ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
に
も
求
め
ら

れ
、
国
内
に
一
定
の
集
積
が
必
要
と
考
え

ら
れ
て
い
て
、
ま
た
、
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
に
は
、｢

多
品
種
少
量

生
産｣

、｢

試
作
開
発｣

、｢

革
新
的
な
製

造
技
術｣

な
ど
高
度
化
し
た
役
割
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

国
内
も
の
づ
く
り
の
特
徴
と
課
題
と
し

て
取
り
上
げ
て
い
て
、我
が
国
製
造
業
は
、

技
術
や
教
育
な
ど
の
人
材
面
を
課
題
と
捉

え
る
企
業
が
非
常
に
多
い
。
我
が
国
製
造

業
に
と
っ
て
、
技
術
の
継
承
や
I
T
に

よ
る
標
準
化
、
O
J
T
・
O
F
F–

J
T

を
問
わ
ず
人
材
育
成
そ
の
も
の
が
深
刻
な

課
題
と
し
て
顕
在
化
し
て
い
る
（
図
７
）。

⑥	

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

	

強
み
と
弱
み

　

先
に
も
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
韓

国
の
輸
出
総
額
と
同
国
の
我
が
国
か
ら
の

輸
入
額
は
強
い
相
関
関
係
に
あ
り
、
部
素

材
部
門
で
の
わ
が
国
産
業
の
競
争
力
が
あ

る
と
い
え
る
（
図
８
）。
ま
た
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
後
の
傾
向
と
し
て
、
我
が
国
で

は
最
終
製
品
よ
り
も
素
材
・
部
品
分
野
で

業
績
が
好
調
に
回
復
し
て
お
り
、
わ
が
国

の
素
材
・
部
品
メ
ー
カ
ー
が
世
界
シ
ェ
ア

を
獲
得
し
て
い
る
。
高
度
部
素
材
を
中
心

と
し
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
核
を
担

う
分
野
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
産

【図 8】韓国の輸出総額と、日本からの輸出入額の比較

資料：Korea Customs Service

備考：アンケートにおいて、「今後も強み・特長として生かしていくべきと考えるもの」および「早急に対処・強化すべきと考えられるもの」の
　　　それぞれにつき、優先度の高い順番に３つの項目を回答。１位を３点、２位を２点、３位を１点に置き換え、得点化したものの平均点をとった。
資料：経済産業省調べ (11 年 1月 )
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絶
リ
ス
ク
の
高
い
部
素
材
や
レ
ア
ア
ー
ス

等
希
少
資
源
を
利
用
す
る
割
合
が
高
い
た

め
、
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
取
り
組
み
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

　

震
災
前
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
途
絶
リ

ス
ク
対
策
は
、「
取
り
組
ん
で
い
る
が
不
十

分
」、「
取
組
が
進
ん
で
い
な
い
」
と
し
た

企
業
が
約
95
％
を
占
め
た
。
非
常
時
の
行

動
を
あ
ら
か
じ
め
B
C
P
（
事
業
継
続
計

画
）
と
し
て
定
め
て
い
る
企
業
は
ま
だ
多

く
な
い
が
、
今
回
の
震
災
で
実
際
に
機
能

し
た
例
も
あ
り
、
災
害
対
策
と
し
て
は
有

効
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
震
災
以
降
は
リ

ス
ク
対
策
へ
の
企
業
の
関
心
が
高
ま
る
中

業
が
次
世
代
産
業
の
主
導
権
を
握
り
、
日

本
の
産
業
競
争
力
を
高
め
て
い
く
と
考
え

ら
れ
る
。

　

一
方
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
弱
み
と

し
て
、
今
回
の
震
災
は
、
製
造
業
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
二
次
取
引
先
以
下
で
部

素
材
の
供
給
が
一
部
の
事
業
者
に
集
中
す

る
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
構
造
」
で
あ
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
レ
ア
ア
ー
ス
に
関

し
て
は
、
輸
入
の
大
部
分
を
中
国
に
依
存

し
て
い
る
。
高
い
世
界
シ
ェ
ア
を
誇
る
製

品
を
持
つ
企
業
は
、
自
社
が
関
わ
る
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
把
握
も
相
対
的
に
進
ん

で
い
る
が
、
そ
う
し
た
企
業
ほ
ど
供
給
途

【図 9】付加価値が高い工程の変化
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9.932.1

11.3

14.8 17.5 11.0 8.6

3.2

4.3

6.1

で
「
海
外
で
の
生
産
比
率
の
拡
大
」

を
検
討
・
実
施
す
る
と
の
声
も
あ

り
、
リ
ス
ク
対
応
策
が
産
業
空
洞
化

を
さ
ら
に
後
押
し
す
る
懸
念
が
あ

ろ
う
。
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
我

が
国
が
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る

た
め
に
は
、
リ
ス
ク
低
減
と
コ
ス
ト

競
争
力
の
維
持
を
両
立
す
る
、
強
靭

な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

⑦	

新
興
国
需
要
の
取
り
込
み

　

付
加
価
値
を
生
み
出
す
工
程
と
し

て
、「
企
画・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」、「
研

究
開
発
」、「
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
」

の
付
加
価
値
が
高
ま
る
傾
向
に
あ
る

一
方
、「
製
造
・
生
産
」
の
付
加
価
値

は
徐
々
に
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、「
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
営
業
力
強
化
の
た
め

に
実
施
し
た
項
目
」
と
し
て
、「
提
案
力
の

強
化
」
や
「
設
計
力
の
強
化
」
と
い
っ
た
前

工
程
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
に
比
べ

て
「
受
注
量
が
10
％
以
上
増
加
し
た
」
比
率

が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

　
「
新
興
国
市
場
で
競
合
と
比
較
し
て
劣
っ

て
い
る
機
能
」
で
は
、「
企
画
・
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
」
や
「
販
売
」、「
研
究
・
開
発
」
と

い
っ
た
付
加
価
値
の
高
い
機
能
が
競
争
劣

位
に
な
っ
て
い
る
（
図
９
）。
今
後
は
、
そ

れ
ら
を
強
化
し
た｢

稼
ぐ
も
の
づ
く
り
」

へ
の
転
換
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
半
数
近
く
の
企
業
に
お

い
て
、
中
国
は
先
進
国
と
同
程
度
の
市
場

規
模
と
捉
え
る
な
ど
、
新
興
国
市
場
の
中

で
も
ア
ジ
ア
市
場
が
非
常
に
重
要
な
市
場

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
我
が
国
製
造
業
は
、
急
伸
す
る

新
興
国
市
場
に
お
い
て
、主
に
中
国
、韓
国
、

台
湾
企
業
に
加
え
、
日
本
企
業
同
士
で
競

合
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、「
富
裕
層
」

を
最
重
要
顧
客
と
し
て
い
る
企
業
が
多
い

ほ
か
、
拡
大
傾
向
で
あ
っ
て
、
将
来
的
に

富
裕
層
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
「
中
間
層
」
に
つ
い
て
も
重
視
す
る
傾

向
に
あ
る
。

　

ま
た
、
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
製
品
戦
略
を

最
重
視
し
て
い
る
企
業
が
、
価
格
戦
略
・

販
売
促
進
戦
略
を
よ
り
重
視
す
る
企
業
よ

り
も
相
対
的
に
好
業
績
と
な
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
日
本
製
品
は
海
外
で
は
ど
う
見

ら
れ
て
い
る
か
で
あ
る
が
、
日
本
ブ
ラ
ン

ド
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
震
災
前
、「
高

品
質
・
高
性
能
」
な
ど
ハ
ー
ド
面
に
備
わ

る
品
質
で
は
日
本
ブ
ラ
ン
ド
の
効
果
を
認

識
し
、
一
定
の
価
格
プ
レ
ミ
ア
ム
を
得
て

い
る
一
方
、「
デ
ザ
イ
ン
・
ス
タ
イ
ル
」
や

「
日
本
独
自
の
文
化
性
」
と
い
っ
た
ソ
フ
ト

面
の
収
益
獲
得
は
今
後
の
課
題
と
な
っ
て

い
て（
図
10
）、
潜
在
力
を
有
す
る
伝
産
品

な
ど
文
化
に
根
ざ
し
た
も
の
づ
く
り
に
つ
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【図 10】日本ブランドの内容について
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い
て
も
世
界
市
場
の
獲
得
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の

取
り
組
み
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

業
種
別
に
日
本
ブ
ラ
ン
ド
の
価
格
プ
レ
ミ

ア
ム
を
見
る
と
、
繊
維
に
つ
い
て
高
い
ブ

ラ
ン
ド
力
を
発
揮
し
て
い
た
企
業
が
多
数

あ
っ
た
ほ
か
、
一
般
機
械
、
電
機
・
電
子

関
連
と
い
っ
た
分
野
に
て
ブ
ラ
ン
ド
力
が

発
揮
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図

11
）。
最
終
製
品
分
野
に
比
べ
て
部
素
材

分
野
の
価
格
プ
レ
ミ
ア
ム
は
相
対
的
に
低

い
た
め
、
訴
求
力
を
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
ろ
う
（
図
12
）。
ま
た
、
震
災
で
日
本

ブ
ラ
ン
ド
の
信
頼
性
は
揺
ら
い
だ
こ
と
か

ら
、
早
期
の
信
頼
回
復
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
と
い
え
る
。

　

将
来
の
競
争
力
強
化
に
繋
が
る
研
究
開

発
・
事
業
化
に
つ
い
て
、
短
期
的
な
研
究

開
発
が
増
え
て
い
て
、今
後
、
画
期
的
な
新

製
品
開
発
に
向
け
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

枯
渇
す
る
お
そ
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、

重
要
な
テ
ー
マ
に
対
し
て
は
自
社
グ
ル
ー

プ
内
で
ク
ロ
ー
ズ
し
て
取
り
組
む
企
業
が

多
く
、ま
た
、
他
社
と
の
重
複
を
認
識
す
る

企
業
も
６
割
を
超
え
て
い
て
、
企
業
の
協

力
体
制
構
築
も
検
討
課
題
と
い
え
る
。 

　

ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
ん
で
い
る
企
業
は
、

ヒ
ッ
ト
商
品
の
な
い
企
業
に
比
べ
、
研
究

開
発
部
門
と
事
業
部
門
・
知
財
部
門
が
密

接
に
交
流
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

標
準
化
の
取
り
組
み
と
し
て
、
国
際
標

準
化
の
重
要
性
の
認
識
は
、
企
業
に
よ
っ

て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
国
際
標
準
化
を

重
要
と
考
え
る
企
業
に
と
っ
て
、
標
準
化

活
動
ス
タ
ー
ト
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
早
ま
っ

て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
を
勝
ち
抜
く
た
め
に

は
、
活
動
開
始
時
期
や
そ
の
戦
略
な
ど
標

準
化
の
効
果
を
最
大
限
活
用
で
き
る
よ
う

努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
「
日
本
企
業
同
士
の
競
合
数
と
業
績
の

関
係
」
を
見
る
と
、
利
益
増
加
企
業
が
多

い
の
は
、
日
本
企
業
同
士
の
競
合
が
0
～

3
社
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
マ
ー
ケ

ッ
ト
シ
ェ
ア
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
比
）

と
業
績
」
の
比
較
に
お
い
て
も
、
利
益
増

加
企
業
が
多
い
の
は
、
自
社
が
マ
ー
ケ
ッ

ト
リ
ー
ダ
ー
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

企
業
連
携
が
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

も
重
要
な
要
素
に
な
っ
て
く
る
。

　

再
編
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
効
果
と
し

て
、
最
終
製
品
分
野
で
は
人
材
・
知
財
・

ブ
ラ
ン
ド
等
の
獲
得
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま

た
、
素
材
分
野
で
は
設
備
の
稼
働
率
、
効

率
性
の
向
上
を
、
部
品
分
野
で
は
顧
客
の

新
規
開
拓
を
挙
げ
る
企
業
が
多
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

一
方
、
再
編
を
検
討
す
る
際
に
は
、「
企

業
文
化
」、「
経
営
戦
略
」
の
相
違
が
大
き
な

障
壁
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
企
業
規
模
が

大
き
く
な
る
ほ
ど
、「
独
占
禁
止
法
」
や
「
シ

ス
テ
ム
再
編
」
等
の
課
題
も
顕
在
化
す
る
。

⑧	

国
内
拠
点
・
海
外
拠
点
間
の

	

好
循
環
創
出

　

海
外
展
開
で
得
ら
れ
た
経
営
資
源
に
つ

い
て
、
国
内
の
競
争
力
強
化
に
つ
な
げ
、

更
に
そ
れ
ら
を
海
外
の
稼
ぎ
に
つ
な
げ
る

好
循
環
の
創
出
が
重
要
で
あ
る
。

　

競
争
力
の
源
泉
で
あ
る
国
内
基
盤
を
強

【図 11】業種別日本ブランドのプレミアム
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化
す
べ
く
、
海
外
展
開
で
得
ら
れ
た
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
と
い
っ
た
果
実
を
国

内
に
還
元
す
る
動
き
が
見
ら
れ
て
い
る
。

コ
ラ
ム
で
は
、
デ
ン
ソ
ー
の
「
も
の
づ
く

り
力
の
循
環
」、
愛
三
工
業
の
「
も
の
づ
く

り
資
金
の
循
環
」、
牧
野
フ
ラ
イ
ス
製
作
所

の
「
も
の
づ
く
り
ブ
ラ
ン
ド
の
循
環
」
と

い
っ
た
国
内
外
の
好
循
環
の
例
を
挙
げ
て

い
る
。

　

海
外
へ
の
技
術
供
与
・
移
管
の
状
況
と

し
て
、
今
後
、「
技
術
流
出
防
止
措
置
の

め
ど
が
立
た
な
く
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
優
先
し
て
コ
ア
技
術
を
海
外
移
管
す

る
」
と
い
う
声
が
多
く
、
ま
だ
技
術
流
出

防
止
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
実
際
に
「
海
外
展
開
企
業
の
技
術

流
出
状
況
」
で
は
、コ
ア
技
術
を
海
外
移
転

し
て
い
る
企
業
の
中
で
、「
技
術
流
出
が
あ

っ
た
」あ
る
い
は
「
確
認
で
き
な
い
が
、
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
」
と
回
答
し
た
企
業
は

合
わ
せ
て
45
%
弱
に
上
っ
て
い
る
。
ま
た
、

利
益
増
加
企
業
は
、
海
外
コ
ア
技
術
移
管

先
工
場
に
お
け
る
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化

を
よ
り
強
く
意
識
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い

え
る
が
、
今
後
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
化
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　

技
術
流
出
は
、
多
く
が
現
地
採
用
従
業

員
や
販
売
製
品
を
通
じ
て
発
生
し
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
の
方
法
は
、「
現

地
従
業
員
に
対
す
る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス

制
限
」
や
「
コ
ア
部
品
・
材
料
等
の
情
報

を
営
業
秘
密
と
し
て
管
理
」、「
設
備
に
ノ

ウ
ハ
ウ
を
封
じ
込
め
て
設
備
は
日
本
か
ら

輸
出
」
な
ど
が
採
ら
れ
て
お
り
、
今
後
と

も
一
層
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
重
要
性
と
し
て
、

従
業
員
の
海
外
赴
任
姿
勢
が
積
極
的
な
企

業
ほ
ど
業
績
が
好
調
に
推
移
し
て
い
る
。

ま
た
、
海
外
の
ス
タ
ッ
フ
に
多
く
の
権
限

を
与
え
る
企
業
の
方
が
、
海
外
赴
任
姿
勢

は
積
極
的
と
い
え
る
。
外
国
人
幹
部
の
採

用
に
は
、
周
囲
の
人
材
へ
の
好
影
響
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
と
い
っ
た
効
果
も
あ

り
、
外
国
人
幹
部
を
採
用
し
て
い
る
企
業

の
方
が
好
業
績
と
な
っ
て
い
る
。

３
．
お
わ
り
に

　

広
範
に
及
ぶ
工
業
団
地
を
洪
水
が
襲
っ

た
タ
イ
で
も
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
影

響
が
出
た
と
こ
ろ
。
東
日
本
大
震
災
後
、

海
外
移
転
が
よ
り
進
ん
で
い
く
こ
と
を
示

し
た
が
、
半
年
あ
ま
り
で
わ
が
国
製
造
業

は
如
何
に
強
靱
な
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
生
産

体
制
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
る

か
と
い
う
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
成
長
す
る
新
興
国
に
お
い
て
は

わ
が
国
で
製
造
す
る
製
品
が
そ
の
ま
ま
売

れ
る
と
い
う
構
図
で
も
な
く
、
地
域
の
ニ

ー
ズ
に
あ
っ
た
も
の
を
地
域
で
の
適
切
な

販
売
の
仕
方
で
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
。
海
外
現
法
で
利
益
を
上
げ
る
の
は

重
要
で
そ
れ
は
ど
ん
ど
ん
進
め
る
反
面
、

技
術
流
出
へ
の
備
え
も
必
要
と
な
る
。
そ

れ
と
と
も
に
、
競
争
力
の
源
泉
と
し
て
の

国
内
も
の
づ
く
り
基
盤
の
強
化
の
た
め
に

海
外
現
法
か
ら
の
資
金
な
ど
の
資
源
環
流

が
欠
か
せ
な
い
た
め
、
そ
の
環
流
手
段
を

企
業
と
し
て
も
見
出
し
取
り
組
ま
な
い
と

い
け
な
い
。

　

つ
ま
り
は
、
海
外
展
開
に
つ
い
て
も
そ

の
戦
略
が
大
い
に
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
円
高
へ
の
対
応
を
含
め
て
わ
が
国

製
造
業
は
非
常
に
重
要
な
局
面
に
来
て
い

る
。

　

な
お
、
本
稿
で
解
説
を
行
っ
た
「
も

の
づ
く
り
白
書
」（
２
０
１
１
年
版
）

は
、
経
済
産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.m

eti.go.jp/report/
w

hitepaper/m
ono/2011/index.

htm
l

）
で
公
開
し
て
い
る
の
で
参
照
い
た

だ
き
、
今
後
の
経
営
戦
略
の
企
画
立
案
な

ど
に
際
し
て
活
用
い
た
だ
き
た
い
。




